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上記の問題についてΣ3対応粒界(双晶境界)を有する銅双結晶のFEM(有限要素法)による微視的応⼒解析と引張り試験を⾏ない、以下の結論を得た。 
1)FEMによる応⼒解析から、変形軸と粒界との幾何学的関係が粒界の応⼒集中に強くかかわっていることが明らかになった。すなわち、変形軸と粒界の法線となす⾓が45°
のときを最⼤として、その⾓度より⼤きくても⼩さくても粒界に⽣じる付加的応⼒は減少し、0°と90°のときは粒界においていかなる付加的応⼒も⽣じない。 
2)粒界の法線と引張り軸が45°のとき、粒界において主すべり系の分解せん断応⼒が⾮常に⾼くなることが明らかになった。この計算結果は粒界がそこでのすべり変形を促
進させる要因になる可能性があることを⽰唆している。 
3)Σ3対応粒界(双晶境界)を有する銅双結晶の引張り試験によって、粒界は変形促進的にも変形拘束的にも作⽤することが明らかになった。すなわち、引張り軸と粒界の法
線とのなす⾓が平⾏であるときは粒界の影響はほとんどない。⼀⽅、45°のときは変形促進的に作⽤し、60°のときは変形拘束的に作⽤する。この実験結果は計算結果によ
って定性的に説明された。以上、FEMによる計算結果と銅双結晶を使った実験結果から、Σ3対応粒界(双晶境界)の⼒学的挙動は、変形軸と粒界との幾何学的関係に強く依
存することが明らかとなった。従って、⼀般の粒界と同様に、多結晶⾦属の変形挙動に重⼤な影響を及ぼすものと推察される。本研究によって、Σ3対応粒界は疲労⻲裂発
⽣の重要なサイトになることが推定されたので、今後の課題としては繰り返し変形したときの微視的挙動について検討する予定である。
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